
2023年3月期 第1四半期決算説明資料

㈱第四北越フィナンシャルグループ（7327） 2023年3月期 第1四半期決算短信



【   目   次   】

   １．損益の状況 （１）第四北越フィナンシャルグループ　連結 ……………… 1

（２）第四北越銀行　単体 ……………… 2

   ２．金融再生法開示債権及びリスク管理債権 第四北越銀行　単体 ……………… 3

   ３．有価証券の状況 （１）第四北越フィナンシャルグループ　連結 ……………… 3

（２）第四北越銀行　単体 ……………… 3

   ４．預金等、貸出金残高 第四北越銀行　単体 ……………… 4

   ５．投資信託・公共債等預かり資産残高 第四北越銀行　単体 ……………… 4

　（注）  １．記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。

　　　　　２．前年同期比、2021年6月末比欄の計数は、表上の数値による計算結果を表示しております。

　　　　　３．自己資本比率につきましては現在算出中につき確定次第、開示致します。

㈱第四北越フィナンシャルグループ（7327） 2023年3月期 第1四半期決算短信



１．損益の状況

（１）第四北越フィナンシャルグループ　連結

(単位:百万円)

2023年3月期 2022年3月期 (参考)

第1四半期 前年同期比 第1四半期 2022年3月期

1 27,935 5,479 22,456 91,349

 資金利益 2 20,300 4,794 15,506 60,396

 役務取引等利益 3 4,695 △109 4,804 21,065

 その他業務利益 4 2,939 794 2,145 9,887

5 15,710 △846 16,556 65,070

6 2,009 △807 2,816 7,600

 貸出金償却（△） 7 265 △1,182 1,447 1,746

 個別貸倒引当金繰入額（△） 8 1,663 477 1,186 3,311

 一般貸倒引当金繰入額（△） 9 △21 △119 98 298

 延滞債権等売却損（△） 10 ― ― ― 665

 その他（△） 11 102 20 82 1,578

12 ― ― ― ―

13 219 116 103 501

14 △356 △2,958 2,602 3,667

15 576 △82 658 698

【105億円】16 10,654 4,205 6,449 23,545

17 850 857 △7 △203

18 11,504 5,063 6,441 23,342

19 2,479 754 1,725 8,281

20 752 541 211 △469

21 8,273 3,769 4,504 15,530

（△） 22 61 △83 144 385

【77億円】 23 8,211 3,852 4,359 15,144

（注）１．連結粗利益＝（資金運用収益－（資金調達費用－金銭の信託運用見合費用））

　　　　　　　　　　　＋（役務取引等収益＋信託報酬－役務取引等費用）＋（その他業務収益－その他業務費用）

　　　２．【　】は2023年3月期第2四半期予想値

（参考） (単位:百万円)

24 12,157 6,431 5,726 25,817

（注）連結業務純益＝第四北越銀行業務純益＋その他の会社の業務純益＋関連会社業務純益×持分－内部取引

　　　　　　　　　　

 その他

 非支配株主に帰属する四半期(当期)純利益

 連結業務純益

 経常利益

 特別損益

 税金等調整前四半期(当期)純利益

 法人税、住民税及び事業税（△）

 法人税等調整額（△）

 親会社株主に帰属する四半期(当期)純利益

 四半期(当期)純利益

 営業経費（△）

 貸倒償却引当費用（△）

 償却債権取立益

 貸倒引当金戻入益

 株式等関係損益

 連結粗利益

○連結粗利益…役務取引等利益が１億円減益となったものの、資金利益が４７億円、その他業務利益が７億円それ

ぞれ増益となったことから、前年同期比５４億円増益の２７９億円となりました。

○経常利益…株式等関係損益が２９億円減少したものの、連結粗利益の増益に加え、営業経費が８億円減少した

ことや貸倒償却引当費用が８億円減少したこと等により、前年同期比４２億円増益の１０６億円となりました。

○親会社株主に帰属する四半期純利益…法人税等税金関係費用が１２億円増加し、前年同期比３８億円増益の

８２億円となりました。
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（２）第四北越銀行　単体

(単位:百万円)

2023年3月期 2022年3月期  (参考)

第1四半期 前年同期比 第1四半期 2022年3月期

1 24,337 4,409 19,928 80,746

2 (26,254) (5,889) (20,365) (83,640)

 資金利益 3 19,527 3,573 15,954 61,612

うち投資信託解約損益 4 3,369 3,369 ― 139

 役務取引等利益 5 3,007 △114 3,121 14,341

 その他業務利益 6 1,801 948 853 4,792

うち国債等債券損益 7 △1,917 △1,481 △436 △2,894

8 14,451 △881 15,332 60,026

 うち人件費（△） 9 7,649 △265 7,914 31,469

 うち物件費（△） 10 5,882 △573 6,455 25,261

11 9,885 5,289 4,596 20,719

（コア業務純益） 【99億円】 12 (11,802) (6,770) (5,032) (23,613)

（コア業務純益（除く投資信託解約損益）） 13 (8,432) (3,400) (5,032) (23,474)

14 △40 △135 95 297

15 9,926 5,426 4,500 20,422

16 △992 △1,822 830 △2,154

 うち不良債権処理額（△）② 17 1,455 △1,055 2,510 7,153

（貸倒償却引当費用①＋②）（△） 18 (1,415) (△1,191) (2,606) (7,450)

 うち貸倒引当金戻入益 19 ― ― ― ―

 うち偶発損失引当金戻入益 20 ― △28 28 ―

 うち償却債権取立益 21 218 116 102 492

 うち株式等関係損益 22 △345 △2,868 2,523 3,758

【75億円】 23 8,933 3,602 5,331 18,267

24 160 167 △7 △223

 うち固定資産処分損益 25 925 932 △7 △117

 うち減損損失（△） 26 765 765 ― 62

27 9,093 3,769 5,324 18,044

28 2,075 790 1,285 6,219

29 405 219 186 △317

【53億円】 30 6,611 2,759 3,852 12,143

（参考）

 ネット信用コスト（△） 14＋17－19－20－21 31 1,196 △1,279 2,475 6,958

（注）１．コア業務粗利益＝業務粗利益－国債等債券損益

　　　２．実質業務純益＝業務粗利益－経費（除く臨時処理分）

　　　３．コア業務純益＝コア業務粗利益－経費（除く臨時処理分）

　　　４．【　】は2023年3月期第2四半期予想値

 四半期(当期)純利益

 臨時損益

 経常利益

 特別損益

 税引前四半期(当期)純利益

 法人税、住民税及び事業税（△）

 法人税等調整額（△）

 業務純益

 業務粗利益

（コア業務粗利益）

 経費（除く臨時処理分）（△）

 実質業務純益

 一般貸倒引当金繰入額（△）①

○コア業務粗利益は、前年同期比５８億円増益の２６２億円となりました。

・資金利益は、事業性貸出金平残の増加に伴う貸出金利息の増加や投資信託解約損益の増加に伴う有価証券利息配

当金の増加などから前年同期比３５億円増益の１９５億円となりました。

・役務取引等利益は、前年同期比１億円減益の３０億円。その他業務利益（除く国債等債券損益）は、お客様の為

替リスクや金利リスクのヘッジを目的としたデリバティブ収益の増加を主因に前年同期比２４億円増益の３７億

円となりました。

○コア業務純益は、コア業務粗利益の増益に加え、人件費が２億円、物件費が預金保険料の減少等を主因に５億円

それぞれ減少したことから前年同期比６７億円増益の１１８億円となりました。

○経常利益は、国債等債券損益が１４億円、株式等関係損益が２８億円それぞれ減少した一方、ネット信用コスト

が１２億円減少した結果、前年同期比３６億円増益の８９億円となりました。

○四半期純利益は、前年同期比２７億円増益の６６億円となりました。
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２．金融再生法開示債権及びリスク管理債権

　「銀行法施行規則等の一部を改正する内閣府令」（2020年1月24日 内閣府令第3号）が2022年3月31日から

　施行されたことに伴い、銀行法の「リスク管理債権」の区分等を、金融機能の再生のための緊急措置に関

　する法律に基づく開示債権の区分等に合わせて表示しております。

第四北越銀行　単体

　 (単位:億円) (参考) (単位:億円)

2021年6月末比

51 △ 8 59 54

1,110 232 878 1,071

42 △ 15 57 39

三月以上延滞債権額 19 8 11 13

貸出条件緩和債権額 22 △ 23 45 26

1,204 209 995 1,165

51,941 1,414 50,527 51,670

53,145 1,622 51,523 52,835

2.26% 0.33% 1.93% 2.20%

要管理債権

小計 （Ａ）

2022年6月末 2021年6月末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

危険債権

2022年3月末

正常債権

債権額合計 （Ｂ）

不良債権比率　（Ａ）÷（Ｂ）

○不良債権額は前年同期比２０９億円増加し、１，２０４億円となり、不良債権比率も０．３３％上昇の

２．２６％となりました。

○破産更生債権及びこれらに準ずる債権は８億円、要管理債権は１５億円それぞれ減少したものの、危険

債権は２３２億円増加しました。

３．有価証券の状況

（１）第四北越フィナンシャルグループ　連結

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2022年6月末 2021年6月末 2022年3月末

貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額

計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損

16 △0 ― 0 127 0 0 0 16 △0 0 0

24,328 △247 456 703 24,658 588 817 229 24,903 113 536 422

1,260 347 380 33 1,346 428 469 41 1,350 373 411 37

14,875 △190 13 204 14,881 47 94 47 15,468 △126 26 152

8,192 △404 61 466 8,429 111 252 141 8,084 △133 98 232

うち外国証券 4,385 △299 2 301 4,245 138 152 14 4,080 △121 26 148

（２）第四北越銀行　単体

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2022年6月末 2021年6月末 2022年3月末

貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額 貸借対照表  評価差額

計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損 計上額 うち益 うち損

16 △0 ― 0 127 0 0 0 16 △0 0 0

24,221 △176 518 694 24,541 628 867 239 24,794 174 598 423

1,153 399 424 25 1,229 453 486 32 1,241 423 451 27

14,875 △170 27 198 14,881 73 119 46 15,468 △107 44 152

8,192 △405 65 471 8,429 100 260 159 8,084 △141 101 243

うち外国証券 4,340 △298 2 301 4,245 141 155 14 4,080 △119 28 148

 その他

 株式

 債券

 その他有価証券

 その他

 満期保有目的

 満期保有目的

 その他有価証券

 株式

 債券

○欧米の金融引き締め姿勢強化に伴う世界的な金利の上昇を背景に、円建債券や外貨建債券の価格が下落したこ

となどから、第四北越フィナンシャルグループ連結の有価証券の評価差額は２４７億円の含み損、第四北越銀

行単体の有価証券の評価差額は１７６億円の含み損となりました。
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４．預金等、貸出金残高

第四北越銀行　単体

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2021年6月末比

51,614 1,701 49,913 51,305

 県内事業性貸出残高 17,194 △ 156 17,350 17,260

 うち中小企業向け貸出残高 14,346 △ 225 14,571 14,495

 県外事業性貸出残高 11,078 1,624 9,454 10,710

 うち中小企業向け貸出残高 4,755 658 4,097 4,683

 消費性貸出残高 13,965 414 13,551 13,850

 公金貸出残高 9,376 △ 182 9,558 9,484

85,648 2,181 83,467 84,785

 うち県内預金等残高 83,821 2,085 81,736 82,976

 うち個人預金等残高 56,227 1,613 54,614 55,286

  （注）預金等残高＝預金＋譲渡性預金

５．投資信託･公共債等預かり資産残高

第四北越銀行　単体

(単位:億円) (参考) (単位:億円)

2021年6月末比

 預かり資産残高 8,577 336 8,241 8,536

 投資信託 1,752 △ 93 1,845 1,835

 公共債 766 △ 91 857 783

 保険 6,058 520 5,538 5,917

（参考）第四北越証券 3,908 459 3,449 3,898

以　上

 貸出金残高

 預金等残高

2021年6月末 2022年3月末

2022年6月末 2021年6月末 2022年3月末

2022年6月末

○貸出金残高は、前年の新型コロナウイルス感染症の影響長期化に備えた資金需要の反動により県内事業性

貸出が減少したものの、県外事業性貸出が大企業向けを中心に増加したほか、消費性貸出も住宅ローンを

中心に増加したことなどから、全体では前年同期比１，７０１億円増加し、５兆１，６１４億円となりま

した。

○譲渡性預金を含めた預金等残高は、前年同期比２，１８１億円増加し、８兆５，６４８億円となりました。

○預かり資産残高は前年同期比３３６億円増加し、８，５７７億円となりました。

投資信託が９３億円、公共債が９１億円それぞれ減少したものの、保険が５２０億円増加いたしました。
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